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夏の夜空に咲いた大輪の華
8月16日：夏の武田の里まつり
武田陣没将士供養会・花火大会



公
平・公
正
な	

	
社
会
の
実
現

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
よ
り
、

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や

不
正
な
受
給
の
防
止
に
役
立
ち
ま

す
。

　
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
き

め
細
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。

国
民
の	

	
	

利
便
性
の
向
上

　
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
、

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類

が
減
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
手
続
も
簡

素
化
さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
行
政
機
関
に
あ
る
自
分
の
情
報

を
確
認
し
た
り
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の

お
知
ら
せ
を

受
け
取
る
こ

と
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る

よ
う
に
な
り

ま
す
。

行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
で
、
様
々
な
情
報
の
照
合
、
転

記
、
入
力
な
ど
に
要
し
て
い
る
時

間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

す
。

　
複
数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄

が
削
減
さ
れ
ま
す
。

　
被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

迅
速
な
行
政
支
援
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
は
各
機
関
が
管
理
す
る
個
人
情
報
が
同
じ
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
正

確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
確
認
す
る
た
め
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
分
散
管
理

す
る
情
報
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
、便
利
に
暮
ら
し
や
す
く

マイナンバー（個人番号）とは？
　平成 27 年 10 月から、日本国内の全住民に通知
される、一人ひとり異なる 12 桁の番号をマイナン
バー（個人番号）といいます。
　個人が特定されないように、住所地や生年月日な
どと関係のない番号が割り当てられます。
　また、法人には 1 法人 1 つの法人番号（13 桁）
が指定されます。

マイナンバーは生涯にわたって使うものです。
住所が変わっても、マイナンバーは原則変わりませんので、大切にしてください。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
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平成28年1月以降、マイナンバーは、
こんな場面で必要となります。

社会保障関係の手続
・年金の資格取得や確認、給付
・雇用保険の資格取得や確認、給付
・ハローワークの事務
・医療保険の給付の請求
・福祉分野の給付、生活保護
など

マイナンバーは行政機関や地方公共団体などにおいて、
社会保障、税、災害対策の分野で利用されます。
●社会保障、税、災害対策の分野の手続で、申請書等へのマイナンバーの記載が必要となります。
●事業主は従業員のマイナンバーの提示を受けて、税や社会保険の手続を行うことになります。
● 税の手続において、証券会社、保険会社などの金融機関からもマイナンバーの提出を求められる場合

があります。

税務関係の手続
・�税務署に提出する確定申告書、
届出書、法定調書などに記載

・�都道府県・市町村に提出する
申告書、給与支払報告書など
に記載　など

災害対策
・�防災 ･ 災害対策に関する
事務

・�被災者生活再建支援金の
給付

・被災者台帳の作成事務　
など

住民票の住所にマイナンバー（個人番号）の通知カードを送付
住民票を有する方（住民票がある外国人を含む）に、10月以降、12桁のマイ
ナンバーの通知カードが送付されます。

平成29年1月頃

マイナポータル（情報提供等記録開示システム）
マイナンバーを含む自分の情報をいつ、誰が、なぜ提供したのかご自身のパソコ
ン等で確認できます。行政機関からのお知らせも受け取れます。

マイナンバーの利用開始
税の手続や年金、医療保険、雇用保険などの社会保障の手続で、マイナンバーの
利用が開始されます。申請者への個人番号カード交付も始まります。

地方公共団体等も含めた情報連携を開始
情報連携により事務が確実かつスムーズになり、各種申請時の添付書類の削減な
ど、皆さんの負担が軽減されます。

平成28年1月

平成27年10月以降

平成29年7月頃

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施
の
流
れ
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住所確認
原則として、マイナンバーの「通知カード」は住民票の世帯ごとに送
付されます。
住民票の住所と異なるところにお住まいの方は、受け取ることができ
ない可能性がありますのでご注意ください。

書留の中身を確認
マイナンバーの「通知カード」は簡易書留で届きます。以下の 3つが
入っているか確かめましょう。

①  マイナンバーの「通知カード」
② 「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
③ 説明書

個人番号カードを申請
個人番号カードを申請しましょう。申請方法は主に 2通りあります。

① 郵送で申請
個人番号カードの申請書にご本人の顔写真を貼り、返信用封筒に入れ
て郵便ポストへ

② オンラインで申請
スマートフォンで顔写真を撮影し、所定のフォームからオンラインで申請

個人番号カードを受け取る
平成 28 年 1月以降、ご本人が市町村の窓口で受け取れます。
無料で受け取れますが、その際には、以下の 3つが必要となります。

①  マイナンバーの「通知カード」
②  個人番号カードの準備ができたことを知らせる
　 「交付通知書」
③  運転免許証などの本人確認書類
※�受け取る際、オンラインでの本人確認等に使う「パスワード設定」が
必要になります。

※�住民基本台帳カードをお持ちの方は、個人番号カードを交付する際
に回収させていただきます。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
、
き
ち
ん
と

受
け
取
っ
て
活
用
す
る
た
め
に
。

あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
成
27
年
の

10
月
以
降
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
し
て
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
、
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

マイナンバー法で定められた目的以外でマイナン
バーを利用したり、他人に提供することはできません。
●�他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供したりする
と、処罰されることがあります。

●�マイナンバーと結びついた個人情報を保護するため、様々な対策を講じます。

Point

1

Point

2

Point

3

Point

4

※ 通知カードは、社会保障・税などの各種手続で必要
になるほか、個人番号カードの交付の際にも必要に
なるので、大切に保管して下さい。
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　個人番号カードで、下記のサービスも利用できます。
● ICチップに記録される電子証明書を用いて、e-Tax などの電子申請を行えます。
●コンビニなどで、住民票などの証明書が取得できます。
※別途申請が必要ですのでご注意願います。

個人番号カードとは、マイナンバーを記載した書類の提出や、
様々な本人確認の場面で利用できるカードです。
ご自身で申請することで、平成 28 年 1 月以降に交付されます。

● マイナンバーを記載した書類を提出する際、マイナンバー（個人番号）が
正しいことを確認するため、通知カードなどの書類の提示も求められます
が、通知カードだけでは法律上義務付けられている本人確認は完了でき
ず、運転免許証などの書類を用意する必要があります。

● マイナンバーが記載された個人番号カードなら、顔写真があるので本人確
認が 1 枚で完了します。

個人番号カードは無料で取得でき、
本人確認や各種手続きに利用でき
る公的身分証明書です。

氏名、住所、生年月日、性別、本人の写真

※�住民基本台帳カードは有効期限まで利用できますが、個人番号カードとの重複所持はで
きません。また、新規で発行される場合は平成 27年 12月までとなります。

マイナンバー等が記載、IC チップ搭載

裏　面表　面
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ご注意ください
① 「通知カード」や「個人番号カード」の記載内容に変更があったときは変更手続きを！
　�　引越しなどで居住することになる市区町村に転入届・転居届を提出する際、通知カードか個人番号カー
ドのいずれかを同時に提出し、カードの記載内容を変更する必要があります。

　　それ以外の場合でも、通知カードあるいは個人番号カードの記載内容に変更があったときには、
　14日以内に市区町村に届け出て、カードの記載内容を変更する必要があります。
② 「通知カード」を、やむを得ない理由により住民票の住所地で受け取ることができない方は、居所情報登

録申請書を住民票のある住所地の市区町村に持参又は郵送してください！
　提出期限　9 月 25 日（金）まで
　※申請書は、市民課窓口又は市ホームページで取得できます。

申請が必要な方
　・東日本大震災による被災地で、住所地以外に避難されている方
　・DVやストーカー行為等、児童虐待の被害者で住所地以外のお住まいの方
　・一人暮らしで長期間、医療機関や施設に入院・入所されている方

■問い合わせ（土日祝日・年末年始を除く）
　◎全国共通ナビダイヤル 9：30～ 17：30　☎︎ 0570-20-0178
　※この他制度に関するお問い合わせは
　◎韮崎市企画財政課企画推進担当（内線 355～ 357）
　※カードの発行手続きに関するお問い合わせは
　◎韮崎市市民課市民担当（内線 123～ 126）　

マイナンバー制度は、
安心・安全の仕組みです。

● 個人情報は従来どおり、年金の情報は年金事務所、税の情報は税務署といった
ように分散して管理します。分散管理することで、芋づる式の情報漏えいが防
がれます。

● 行政機関間での情報のやりとりは、マイナンバーを直接使いません。
● システムにアクセス可能な者を制限 ･ 管理し、通信する場合は暗号化します。
● 平成 29 年 1 月から、「情報提供等記録開示システム」が稼働予定です。マイ

ナンバーを含む自分の個人情報をいつ、誰が、なぜ提供したのか、不正・不適
切な照会・提供が行われていないかをご自身で確認することが可能になります。

● マイナンバー法の規定によるものを除いて、マイナンバーの収集・保管を禁止
しています。

● なりすまし防止のため、マイナンバーを収集する際には本人確認が義務付けら
れています。

● マイナンバーが適切に管理されているかを、特定個人情報保護委員会という第
三者機関が監視・監督します。

● 法律に違反した場合の罰則が、個人情報保護法や住民基本台帳などよりも強化
されています。

シ
ス
テ
ム
面

制
　
度
　
面

マイナンバー制度についてご不明な点などありましたらお問い合せください。
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速きこと風のごとく、真夏の激坂を制す！

　

真
夏
の
甘
利
山
を
自
転
車
で
駆

け
上
が
る「
甲
斐
の
国
激
坂
決
戦
！

戦
国
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
i
n
韮
崎
・

甘
利
山
」
が
8
月
9
日
に
開
催
さ

れ
、
平
均
勾
配
9
．6
％
、
距
離
約

12
キ
ロ
の
国
内
屈
指
の
難
コ
ー
ス

に
、
県
内
外
か
ら
約
3
0
0
名
の

ラ
イ
ダ
ー
が
挑
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
戦
国
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
」
と
銘
打
ち
武
田
の
里
に
ら
さ

き
の
名
に
相
応
し
い
装
い
で
開
催
、

優
勝
・
自
己
ベ
ス
ト
・
完
走
と
、
選

手
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
胸
に
激
坂

を
走
り
ぬ
き
、
家
族
や
仲
間
が
待

つ
会
場
に
戻
っ
て
き
た
選
手
の
誰

も
が
、
達
成
感
と
安
堵
に
満
ち
た

表
情
を
う
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
並
び
に
、
応
援
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
み
な

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

①ちびっこ自転車レースも開催。
②�サントリー食品インターナショナ
ル㈱の協賛により、今年も参加者
へ南アルプスの天然水を提供。

③�パレードコース沿道には大勢の地
元の旭町の方々がかけつけ選手に
声援を送っていました。

「地元の方の声援が嬉しかった
です！来年も参加しますね」
石垣美帆さん（東京都）
女性ライダーも大健闘の大会でした！

「地元山梨での開催。大会を盛
り上げるため戦国武将の衣装
で参加しました」
田中総明（みちあき）さん（甲斐市）
※田中さんは仮装賞を獲得しました。

「将来は親子で参加したいですね！」
神奈川県より参加の岡山信男さんと麟太朗くん
※麟太朗くんはちびっ子自転車レースに参加。大人顔
負けのロードバイクでヒルクライムを練習中 !?

「最後まで激戦！気合いで走りぬきました」
2位と 1秒差の43分 52秒の大会新記録で優勝した
乾友行さん（神奈川県）
※乾さんは第 1回大会の優勝者です。

甲斐の国激坂決戦！「戦国ヒルクライム in韮崎・甘利山」
甲斐の国激坂決戦！「戦国ヒルクライム in韮崎・甘利山」

大会リポート

③

②

①
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後列右から 2番目：トビー・バティスタさん
後列右から 3番目：ヴィンセント・ロサリオさん
後列右から 4番目：ジョシュア・パービスさん
後列右から 5番目：レイチェル・サイレットさん

韮
崎
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に		

感
想
を
伺
い
ま
し
た

ト
ビ
ー
・
バ
テ
ィ
ス
タ
さ
ん

　
学
校
訪
問
や
日
本
の
食
べ
物
を

食
べ
た
こ
と
、市
内
研
修
な
ど
、充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

韮
崎
市
は
と
て
も
き
れ
い
な
場
所

で
、
い
つ
か
ま
た
戻
っ
て
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
セ
ン
・
キ
ャ
チ
ッ
キ
さ
ん

　
様
々
な
活
動
に
よ
っ
て
文
化
の

違
い
や
、
ま
た
似
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
を
学
び
な
が
ら
多
く
の
思
い

出
や
友
達
を
作
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
63
年
か
ら
始
ま
っ
た
韮
崎
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
の
相
互
交
流
事
業
。
本
年
も
7

月
7
日
か
ら
27
日
の
期
間
に
6
名
の
高
校
生
と
引
率
者
が
本
市
を
訪
れ
、
市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
し
な
が
ら
、
陶
芸
や
市
内
の
味
噌
蔵
の
見

学
、
本
市
中
・
高
校
生
と
の
交
流
の
ほ
か
、
京
都
・
奈
良
・
広
島
で
の
研
修
旅
行
等
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
高
校
生
に
と
っ
て
初
め
て

の
異
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
あ
っ
て
、
言
葉
の
違
い
、
文
化
風
習
の
違
い
な
ど
、
と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
心
あ
た

た
ま
る
お
も
て
な
し
に
、
し
だ
い
に
韮
崎
で
の
生
活
習
慣
に
も
慣
れ
て
き
た
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ
る
側
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
終
日
に
は
涙
無
し
で
は
い
ら
れ
な
い
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
と
も
に
感
じ
、
と
も
に
学
び
あ
っ
た
時
間

の
す
べ
て
が
、
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ツ
リ
エ
ス
ト
・
リ
ン
ダ
ル
さ
ん

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
い
つ

も
私
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
た
の

で
、
楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
良
い
家
庭
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
て
幸
せ
で
し
た
。

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ロ
サ
リ
オ
さ
ん

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
に

と
っ
て
第
2
の
家
族
で
す
。
私
の

た
め
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
し

て
く
れ
た
、
す
べ
て
の
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

7 月 23日、井筒屋醤油さんを見学

と
も
に

学
ぶ

感
じ

ふ
れ
あ
っ
た
す
べ
て
の
時
間
が

ー 

姉
妹
都
市
高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業 

ー

宝
物

、と
も
に

8
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後列左から 2番目：ツリエスト・リンダルさん
後列左から 3番目：ステファニー・ビアーツリーさん
後列左から 6番目：ジェンセン・キャチッキさん
その他：ホストファミリーの学生のみなさん

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
パ
ー
ビ
ス
さ
ん

　

韮
崎
市
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

快
適
な
街
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
と
て
も
親
切
で
、
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
人
た
ち
で
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

レ
イ
チ
ェ
ル
・
サ
イ
レ
ッ
ト
さ
ん

　
異
な
る
生
活
習
慣
を
体
験
し
た

こ
と
や
新
し
い
場
所
を
見
た
こ
と

が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
、
た
く
さ

ん
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
韮
崎
の
景
色
や
こ
こ
に
住
む

方
々
が
親
切
な
と
こ
ろ
が
す
ご
く

好
き
で
す
。

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・

ビ
ア
ー
ツ
リ
ー
さ
ん
（
引
率
者
）

　
こ
の
事
業
は
、
一
人
ひ
と
り
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
体
験
が
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
よ
く
計
画
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
異
文
化
間

交
流
を
も
た
ら
す
、
大
切
な
事
業

だ
と
思
い
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

一
般
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

通
じ
て
様
々
な
人
と
接
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
的
な
感
覚
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内

在
住
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ
の
派
遣

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　
12
月
19
日
（
土
）

　
～
平
成
28
年
1
月
10
日
（
日
）

　
《
23
日
間
※
変
更
の
場
合
あ
り
》

■
募
集
人
員

　
中
・
高
校
生
6
名
《
予
定
》

■
募
集
期
間

　
9
月
1
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

※�

後
日
、
面
接
試
験
を
行
い
、
派

遣
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
参
加
者
負
担
金

　
15
万
円
程
度
（
過
去
実
績
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
国
際
交
流
実
行
委
員
会

　
（
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当
内
）

�

（
内
線
3
5
6
）

　
今
度
は
き
み
の
番
だ
！

　

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
へ

　

行
こ
う
！

ホームステイを通じて、
お互いの文化を
知ることができました！

　毎日英語で話
すので英語を話
す自信が湧きま
した。しかし聞
き取れない場合
が度々あり、苦
労することがあ
りました。受け

入れを通して相手の文化を知ること
ができて良かったです。これらの経
験を生かして将来は英語力を高めて
日本とアメリカを繋ぐ仕事をしたい
です。

☆�今回、トビー・バティスタさんの
受け入れにご協力をいただいた宇
野大智さん ( 高校 2年）宇野さん
自身も 3年前にフェアフィールド
市へのホームステイを経験。また、
弟の海杜（かいと）さんも、昨年
度のフェアフィールド市への派遣
事業に参加されました。

7月 9日、韮崎工業高校太鼓部訪問

7 月 26日、フェアウェルパーティー（穴山ふれあいホール）
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公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
!

公の施設名称 応募説明会
（現地見学会） 問い合わせ先

韮崎市民交流センター
及び市民交流センター
駐車場

9月 10日
（木）

企画財政課
企画推進担当
（内線355・356）

韮崎市
子育て支援センター

福祉課
子育て支援担当
（内線173）

地域情報発信センター
商工観光課
商工労政・観光担当
（内線215・214）

韮崎市立図書館
教育課
生涯学習担当
（内線266）

韮崎市文化ホール

9月 9日
（水）

教育課
生涯学習担当
（内線266）

韮崎市老人福祉センター
福祉課
社会福祉担当
（内線180）

韮崎市在宅老人
デイサービスセンター
（大草デイサービス
こぶし荘）

介護保険課
介護保険担当
（内線112）

韮崎市在宅老人
デイサービスセンター
（穴山デイサービス
なごみの郷）

介護保険課
介護保険担当
（内線112）

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
共

施
設
の
管
理
運
営
を
広
く
民
間
事

業
者
に
も
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　
従
来
、
市
の
公
共
施
設
の
管
理

運
営
は
市
が
直
接
行
う
か
、
市
が

出
資
す
る
法
人
や
公
共
的
団
体
な

ど
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

民
間
事
業
者
や
団
体
な
ど
も
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
運
動
施

設
や
福
祉
施
設
、
教
育
･
文
化
施

設
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
直
接
利
用
し
て
い
た
だ
く
公
共

施
設
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
よ
り
効
果

的・効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、民

間
の
力
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

指
定
期
間
が
満
了
す
る

8
施
設
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
を
公
募　

　
本
市
で
は
、
現
在
11
の
公
共
施

設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
う
ち
平
成
27

年
度
末
で
指
定
期
間
が
満
了
と
な

る
8
施
設
に
つ
い
て
、
管
理
運
営

を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
指
定
期
間

　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
33
年
3
月
31
日

■
応
募
方
法

　
9
月
1
日
（
火
）
か
ら
、
指
定

管
理
者
を
公
募
す
る
施
設
の
担
当

課
及
び
市
H
P
で
募
集
要
項
等

を
配
布
し
ま
す
。
各
施
設
の
業
務

内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
募
集
要
項
配
布�

9
月
1
～
30
日

・
現
地
説
明
会　
9
月
9
・
10
日

・
申
請
書
受
付
期
間

　
　
　
　
9
月
25
日
～
10
月
5
日

・
候
補
者
の
選
定　
　
10
月
下
旬

・
指
定
管
理
者
指
定
の
議
決　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
下
旬

・
指
定
管
理
開
始　

　
　
　
　
　
平
成
28
年
4
月
1
日

指
定
管
理
者
制
度
導
入
で	

こ
こ
が
変
わ
っ
た
!

　
市
で
は
現
在
11
の
施
設
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
が
、そ
の
い
ず
れ
も
が
、指

定
管
理
者
が
創
意
工
夫
を
し
た

サ
ー
ビ
ス
や
自
主
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
利
用
者
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

①
会
館
日
数
（
時
間
）
の
拡
大

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

施
設
の
一
部
で
は
、
開
館
日
数
や

開
館
時
間
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

り
利
便
性
が
向
上
し
、
利
用
者
の

増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

※
開
館
日
数
（
時
間
）
を
拡
大
し

　
た
施
設

・
ゆ
ー
ぷ
る
に
ら
さ
き

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
※
旧
市
民
会
館
と
対
比
）

・
市
立
図
書
館

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

②
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

�

・
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
市
民
駐
車

　
場
の
無
料
駐
車
時
間
の
拡
大

③
そ
の
他
自
主
事
業
の
展
開

　
ニ
コ
リ
全
館
で
の
各
種
自
主
企

画
な
ど
の
取
り
組
み

市
内
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

指定管理者募集施設一覧

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�（
内
線
3
5
5
～
3
5
7
）
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私たちの代表者を選ぶ大切な選挙です！

韮崎市議会議員一般選挙　投票日は10月4日
　10 月 9 日任期満了による韮崎市議会議員一般選挙を次の日程により執行します。
私達の代表を選ぶ大切な選挙です。あなたの大切な一票を無駄にすることなく、投票に行きましょう。

■立候補受付（告示日）
　9月 27日（日）　8時 30分～ 17時　市役所 4階　大会議室
■投　票　
　10月 4日（日）　7時～ 20時　市内 22投票所
　　　　　　　　　　　　　（郵送される入場券をご確認ください。）
■開　票
　10月 4日（日）　21時 10分から　韮崎市営体育館

　若い世代の有権者を対象に投票立合人を募集しています。　詳しくはお問い合わせください。

■期日前投票
　投票日に仕事や旅行に出かける方、入院予定等の理由で当日投票に行けない方は、期日前投票ができます。
　9月 28日（月）～ 10月 3日（土）　8時 30分～ 20時　市役所 1階　防災会議室
■不在者投票
　身体に重度の障害がある方や一時的に市外に滞在している方などには、本市投票所に出向かなくても投票を
できる制度があります。ただし、状況によってはできない場合や、郵便でやりとりするために時間を要する場
合などがありますので、早めにお問い合わせください。
　不在者投票のできる病院及び施設等に入所している方は、施設に申し出れば投票できます。
■選挙公報について
　候補者の経歴、政見等を掲載した選挙公報を、選挙期日の前日までに新聞折込みにより配布します。
　また、市役所、市内公共施設等への設置や、ホームページへの掲載も行います。
■問い合わせ
　韮崎市選挙管理委員会事務局　市役所総務課内（内線 332．333．334）

みんなで徹底しよう
これらのものも、
政治家の寄附禁止の
対象となります。三ない運動
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接続時期 補助金額

処理区域公示から 1年以内
（H27年 4月使用開始） 8万円

処理区域公示から 2年以内
（H26年 4月使用開始） 5万円

処理区域公示から 3年以内
（H25年 4月使用開始） 3万円

使用状況 一般 営業

水道水のみを
使用している場合 水道水使用水量

井戸水のみを
使用している場合 認定人員× 8㎥ /月 量水器による計測量

水道水と井戸水を
使用している場合

水道水使用水量
＋

認定人員× 4㎥月

水道水使用水量
＋

量水器による計測量

基本料金 超過料金
汚水量 金額 汚水量 1㎥につき

一般汚水
20㎥まで

1,512 円
20㎥を超え 60㎥まで 91.80 円
20㎥を超え 100㎥まで 108円
100㎥を超えるもの 124.20 円

公衆浴場
汚水 2,160 円 20㎥を超えるもの 108円

一時使用
汚水 1㎥につき　108円

生
活
環
境
の
向
上
と
水
質
保
全
の
た
め
に

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
事
が
で
き
る
よ
う
、

下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
（
処
理
区
域
）
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
法
律
に
よ
り
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
環
境
の
向
上
、
河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
に
も
、
下
水
道
へ
の

接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
か
ら
接
続
す
る
に	

	

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、市
が
指
定
し
た「
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は

市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、

届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
。指
定
工
事
店
一
覧
名
簿
は
、下

水
道
担
当
の
窓
口
ま
た
は
市

H
P
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
費
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

工
事
の
た
め
の
補
助
制
度
を	

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
排
水
設
備
工
事
資
金
の

　
　
　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
工
事
資
金
1
0
0
万
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
3
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

�

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
以

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

＊�

処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

＊�

市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

●
下
水
道
排
水
設
備

　
　
　
　
設
置
費
補
助
金

　
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
4
月
1
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は
【
表
1
】
の
と
お
り
で
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

●
使
用
水
量
の
算
定

　
下
水
道
使
用
水
量
は
、
原
則
的

に
は
水
道
水
使
用
水
量
に
基
づ
い

て
定
め
ま
す
が
、
井
戸
水
を
使
用

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

【
表
2
】
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
は
【
表
3
】
の
と

お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　
（
内
線
6
1
3
・
6
1
4
）

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日	

	
第
30
回
下
水
道
ま
つ
り

　
下
水
道
の
日
の
行
事
の
一
環
で
、

下
水
道
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
9
月
5
日
（
土
）

　
10
時
～
15
時
（
雨
天
決
行
）

■ 

催
し
物　
下
水
道
施
設
見
学
・　

ミ
ニ
下
水
道
展
・
水
質
実
験
・　

お
た
の
し
み
抽
選
会
ほ
か

■ 

主
催　
山
梨
県
・（
公
財
）
山　

梨
県
下
水
道
公
社
・
峡
東
流
域

下
水
道
推
進
協
議
会

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ

　
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑

　
4
1
7
番
地
（
駐
車
場
あ
り
）

☎
0
5
5
‒
2
6
3
‒
2
7
3
8

下
水
道
排
水
設
備
工
事	

	

責
任
技
術
者
認
定
試
験

■
講
習
会　
11
月
11
日
（
水
）

■
試
験
日　
11
月
23
日
（
月・祝
）

■
会
場
（
講
習
・
試
験
共
通
）

　

�
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

■
申
込
期
間

　
10
月
1
日
（
木
）
～
22
日
（
木
）

※�

申
込
用
紙
は
、
市
上
下
水
道
課

下
水
道
担
当
窓
口
及
び
県
内
4

箇
所
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�（
公
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社　

事
務
局

☎
0
5
5
‒
2
6
3
‒
2
7
3
8

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
!!

【表1】下水道排水設備設置費補助金
� （一般家庭用のみ）

【表2】使用水量の決め方

【表3】使用料金表（2ヶ月分）税込

12

下水道事業　2015.9



65歳以上の公的年金受給者で、住民税を納税されている方へお知らせ

あ
な
た
の
行
動
で
救
え
る
命
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

公的年金から、住民税が特別徴収（天引き）されます
　公的年金受給者の納税の便宜や市町村の住民税徴収事務の効率化を図るため、個人住民税の公的年金からの
特別徴収（天引き）制度が平成 21 年 10 月から実施されています。
　特別徴収の対象となるのは、公的年金等に係る税額のみで、その他の所得に係る税額については普通徴収（個
人納付）または給与からの特別徴収となります。
  なお、今年あらたに特別徴収の対象になられた方については、10 月の年金分から特別徴収が開始されますの
であらかじめご承知おきください。
※�住民税の年金からの特別徴収制度は、納税方法の変更であり、この制度により新たに税負担が生じるもので
はありません。

※�この制度にもとづく住民税額は、その年の 5月から 6月にかけて市が決定（計算）し、年金保険者（日本年
金機構など）へ個人住民税の特別徴収を依頼します。

特別徴収の対象になる年金
　老齢年金・退職共済年金等
　※障害年金や遺族年金は課税の対象ではないため、特別徴収の対象にはなりません。
特別徴収の対象となる方
　今年 4月 1日現在 65歳以上で年金を受給されている方のうち、前年の年金所得分で住民税の納税分がある方
　※�老齢基礎年金等の給付年額が 18万円未満の方、介護保険料を天引きされていない方、転出された方、な

どで、特別徴収の対象とならない場合もあります。
■問い合わせ　税務課市民税担当　（内線 153・154・155）

　
皆
さ
ん
9
月
9
日
が
何
の
日
か

ご
存
じ
で
す
か
？

　
9
（
き
ゅ
う
）
と
9
（
き
ゅ
う
）

で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」、す
な

わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。
事
故

や
病
気
で
目
の
前
の
誰
か
が
突
然

倒
れ
た
り
、
一
刻
を
争
う
状
況
に

な
っ
た
と
き
、
あ
な
た
の
行
動
で

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家

庭
で
も
救
急
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
せ
ん

か
。

救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
を	

	

配
布
し
て
い
ま
す

　
救
急
時
安
心
キ
ッ
ト
と
は
日
頃

通
っ
て
い
る
病
院
や
緊
急
連
絡
先

な
ど
の
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入

れ
、
救
急
隊
員
に
保
管
場
所
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
、
各
家
庭
の
冷
蔵

庫
に
保
管
す
る
も
の
で
す
。

�

（
※
保
管
場
所
は
全
国
共
通
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
病
気
や
け
が
な

ど
で
救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
た
時

に
容
器
の
中
の
情
報
を
確
認
し
て
、

病
院
へ
の
速
や
か
な
搬
送
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
者

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
介
護
支
援
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
3

平
成
27
年
度
（
後
期
）
普
通
救

命
講
習
・
再
講
習
の
ご
案
内

　
救
急
車
が
到
達
す
る
ま
で
に
は
、

平
均
し
て
8
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も
、
普

通
救
命
講
習
に
参
加
し
、
応
急
手

当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
講
習
日
時　
普
通
救
命
講
習

　
10
月
24
日
（
土
）
9
時
か
ら

※�

各
消
防
署
で
月
1
回
開
催
し
ま　

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
習
会
場　
韮
崎
消
防
署

　
　
　
　
　
　
北
杜
消
防
署

■ 

対
象
者　
峡
北
消
防
本
部
管
内

に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
。

■
定
員　
各
回
20
名
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
消
防
署
（
救
命
担
当
）

�

☎
2
3
‒
1
4
9
9

9
月
9
日
は
救
急
の
日

住民税額を引いた
　　　　　　　年金額

年金受給者

住民税

住民税
年金保険者

（日本年金機構など）

韮
崎
市
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みんなで楽しく健康づくりをしませんか？

農地を貸したい、借りたいという方にお知らせ

「健康アップ教室」で健康づくりにチャレンジ
　食生活や運動習慣を改善したい、健康づくりを始めたい、メタボを解消したくても長続きしない、そんなあ
なたにぴったりの教室です。
　特に毎年、健診結果等でコレステロール値（脂質異常）・高血糖・高血圧を指摘され、改善の見られない方は、
ぜひこの機会にご参加ください。
　参加した方の中には教室参加後に改善が見られた方が多くいます。あなたと同じ健康の悩みをもった仲間と
一緒に健康づくりにチャレンジしませんか。

■内　容　・�ステップ台を用いた運動・食生活改善についての学習
　　　　　・健康食の試食・腹囲、体脂肪、血圧測定
■場　所　保健福祉センター
■参加費　無料
■申し込み ･ 問い合わせ
　保健課保健指導担当　☎︎ 23-4310　FAX�23-4316

農地中間管理事業を活用しませんか？
　農地中間管理事業とは、農地の有効利用や集積・集約化を進めるため、農地中
間管理機構（県農業振公社）が農地の貸し付けを希望する方から農地を借り受け、
農業経営の規模拡大や新規就農を希望する農業者等へ、農地をまとめて貸し付け
する事業です。
　「農地を貸したい」「農地を借りたい」「制度の詳細を知りたい」という方はぜひ
ご相談ください。

こんな時に農地中間管理事業の活用を！
　・高齢の方が農業経営からリタイアするとき
　・農地を相続したが、農業をすることができない場合
　・耕作地の隣接農地を借りたいが遊休農地となっていて困っているとき
　※条件によってはお借りできない農地もあります。
■問い合わせ
　農林課農林振興担当（内線 223・224）
　県中北農務事務所　☎︎ 0551-23-3078
　県農業振興公社　　☎︎ 055-232-2760

月 日 曜　日 時　　間 内　　　容

9 24 木

9：30～ 11：30

自分の身体を知ろう！・測定
30

水

ステップ台運動基礎編

10

7 学習会・測定・ステップ台運動
14 ステップ台運動21
28 ステップ台運動応用編

11

4 学習会・測定・ステップ台運動
11 ステップ台運動18
25 ステップ台運動応用編

12 2 栄養指導・健康食の試食
9 測定・ステップ台運動・まとめ

健康アップ教室日程(前期）

※�栄養指導の日は終了時間が13時
頃になる予定です。

※�後期日程については広報11月号
でお知らせします。

農地を
貸したい人

貸付け

貸付け
（転貸）

山梨県
農地中間管理機構
必要により簡易な
基盤整備もします

農地を
借りたい人
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綱の全長

9月25日[金]
まで受付中

100m➡100人 対 100人 の大綱引き

参加希望者

仮装パレード＆コンテスト
　仮装パレード & コンテストの出場者
を募集します。まちなかの歩行者天国
で一足はやいハロウィン気分を味わい
ましょう。
■参加資格
①パレード：どなたでも
　（個人・団体不問）※人数制限なし
②コンテスト：10 人（組）
　※応募者多数の場合書類選考
■参 加 費：無料
■申込期限：9 月 14 日（月）
■応募方法等 : 詳細は

　四季を通じた風景・祭り・味覚など、本市の魅力
を絵手紙で表現する「韮崎自慢絵手紙コンテスト」
の作品を募集します。あなたが思う本市の魅力を絵
手紙で表現してみてはいかがですか。

■募集期限　9月30日（水）
■応募規定
　・作品は、郵便はがきまたは同サイズ（10×15㎝）

の用紙で応募してください。※紙質・画材自由
　　※応募方法は、郵送または持参です。持参する場

合は、平日の午前8時30分~午後5時までです。
　・作品は、オリジナルで未発表のものに限ります。
　　※応募は1人2点までとします。
　・作品の版権は主催者に帰属し、返却はいたしません。
　・作品の裏面に、氏名・ふりがな・年齢・住所・

電話番号をご記入ください。
■表彰
　　最優秀賞1点：賞金5千円・地元特産品
　　優秀賞　2点：賞金3千円・地元特産品
　　入賞　　5点：地元特産品
　　※ふるさとまつりの会場内に展示し、当日、表

彰式を行います。

　市民参加型の新たなイベント「綱引きチャレンジ 100 vs 100」を開催します。
競技ではなく、100 人 対 100 人の健康スポーツを目的とした綱引きイベントです。
勝敗は二の次に、どなたでもお気軽にご参加ください。

■日　時　10 月 11 日（日）
　　　　　13 時から　※12 時 30 分から受付
■会　場　山梨中央銀行韮崎支店前道路
■参加料　無料
　　　　　※参加者には、ニーラオリジナルグッズをもれなくプレゼント。
■対　象　小学生以上　※小学生は保護者の同伴が必要です。
■定　員　200 名（定員になり次第、締め切ります）
　　　　　※定員に満たない場合は、当日の申込・参加も可能。（事前にご確認ください。）
　　　　　※チーム分けの都合上、申込み時に性別・年齢を申告してください。
■その他　イベントでの綱引きですので、公式ルールは適用しません。
　　　　　また、手ぶくろの着用は可能です。

10月
開 催

11日

各種イベント参加者募集
武田の里にらさき・ふるさとまつり

ニーラの
まほうパレード

にらさきの魅力を絵手紙で表現するじゃん

韮崎市観光協会 で

■応募用紙・投函箱は
　観光案内所（ニコリ内）・市役所に用意

ニーラがお願いかなえます
締め切り迫る。
9月15日まで!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込み・お問い合わせは…

武田の里まつり実行委員会（22-1991）まで
http://www.nirasaki-kankou.jp/

にらさきの魅力を絵手紙で表現するじゃん
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　7月 31 日、韮崎市こども議会が開催されました。市内 5つ
の小学校の代表児童 18 名が議員として参加し、まちづくりや
税金など様々な討議が行われ、児童のみなさんの堂々とした質
問に、本会議を思わせる内容のこども議会となりました。

1 日議員として議会に臨む児童 !
まちづくりについて提案
韮崎市こども議会

すずらん保育園 優良木材利用施設表彰を受賞
　市立すずらん保育園が、平成 27 年度優良木材利用施設表彰にお
いて「木材利用推進中央協議会会長賞」を受賞し、7月 31 日に東
京の木材会館で表彰式が行われました。
　この賞は、農林水産省後援の下、地域材の有効利用・推進などに
寄与すると認められた優良な施設に対し賞が贈られるもので、甘利
山のヒノキ材を多用し、木の良さ・木のぬくもりを感じられる施設
としてすずらん保育園が認められたものです。

耕作放棄地をひまわり畑に !
　耕作放棄地の増加が全国的に課題となってい
ますが、円野町の「宇波円井の里・育む会」で
は、耕作放棄地の利活用と地域の美しい景観を
後世に残すことを目的に、ひまわりを植栽する
取り組みを今年から始めました。旧円野保育園
の周辺などの畑に、約 1000 本のひまわりがき
れいに咲きほこり、訪れた方の目を楽しませて
いました。

アユのつかみどりに歓喜
　7月 26 日、釜無川河川公園で恒例のアユのつかみどり大会
が開催されました。市内外から子どもたち 160 人が参加し、ア
ユ約 1200 匹が池に放流されると、手や網などで必死にアユを
追いかける子どもたちの歓声が響き渡りました。
　家族で来場した清水諒くん ( 小学校 3年 : 写真 ) は、「アユが
速く泳ぐのでなかなか捕まえるのは難しかったけれど、捕まえ
られた時はとても嬉しかったです」と笑顔で話してくれました。
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100 歳おめでとうございます
山寺あや子さん ( 藤井町 ) 大正 4 年 8 月 4 日生まれ
　8月 4 日、満 100 歳になられたお祝いに、内藤市
長が山寺あや子さんのお宅を訪問しました。
　山寺さんは毎日かかさず新聞を読んでいるほか、
自身の身の回りのことはできる限り自分で行ってい
るそうで、「長生きの秘訣はいつまでも自分で生活を
しようする気持ちを持ち続けること」と元気に話し
てくれました。これからも元気に長生きをしてくだ
さい。

ふるさと山岳体験事業に中学生が参加
　8月 2 日 ~3 日にふるさと山岳体験事業が実施しされ、
市内中学生 8名と白鳳会のメンバーなど 21 名が参加し
ました。
　中学生は登山初心者がほとんどで、苦労する場面もあ
りましたが、白鳳会のご協力により無事登頂し、薬師岳、
観音岳からの眺望に感動していました。

ヴァンフォーレ甲府 VS 松本山雅 FC　　　
韮崎市サンクスデーを開催

　7月 25 日、ヴァンフォーレ甲府対松本山雅 FC の試合が
山梨中銀スタジアムで行われました。
　この試合は韮崎市のサンクスデーとして開催され、韮崎
工業高校太鼓部の皆さんの演奏や、市内の子どもたちによ
るエスコートキッズのほか、両チームへ本市特産の桃が贈
呈されました。また、ハーフタイムには花火も打ち上げら
れ、会場を盛り上げていました。

ブラジルクラブチーム（U-16 チーム）! 韮崎高校と交流試合
　日本とブラジルの外交関係樹
立120周年を迎えることを記念
して、クラブ創設 103 年の歴史
を持つ、ブラジルのクラブチー
ム「オペラリオ・フェロヴィア
リオ EC」の選手 (16 歳以下 ) が
韮崎市を訪れました。7月25日
には、韮崎高校サッカー部と交
流親善試合を行い、本場ブラジ
ルのプレーに観戦者からも声援
が送られ、真夏の日差しのもと、
全力でプレーした両チームの選
手達は健闘を称えあっていまし
た。
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燃やせ青春！熱いぜ部活動①

平
成
27
年
度
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
入
選
標
語
　
峡
北
保
護
区
保
護
司
会

《
最
優
秀
賞
》　
山
梨
県
推
進
委
員
会　
委
員
長
（
知
事
）
賞

　
「
大
丈
夫
？
」　
さ
し
だ
す
あ
な
た
の　
優
し
い
手	

韮
崎
西
中　
　
　
　

辻 
紗
夏 

さ
ん

　
し
っ
か
り
と　
自
分
の
意
思
を　
持
つ
心	

韮
崎
工
業
高
校　
　
金
丸 

裕
哉 
さ
ん

《
優
秀
賞
》　
山
梨
県
保
護
司
会
連
合
会　
会
長
賞

　
広
げ
よ
う　
地
域
の
絆
と　
み
ん
な
の
笑
顔	

韮
崎
高
校　
　
　
　
清
水 

智
美 

さ
ん

《
入　
　
選
》　
峡
北
保
護
区
保
護
司
会　
会
長
賞

　
あ
な
た
の
手　
心
の
闇
に　
差
す
光	

韮
崎
東
中　
　
　
　
塩
澤 

飛
鳥 

さ
ん

　
あ
い
さ
つ
は　
心
の
と
び
ら
を　
ひ
ら
く
か
ぎ	

甲
陵
中　
　
　
　
　
栗
原 

信
敬 

さ
ん

�

※
本
市
在
住
者
及
び
市
内
の
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る
方
の
み
を
掲
載

船に乗ったお地蔵様
　韮崎市内のお寺の境内
を散策すると船に乗った
お地蔵様に出会うことが
あります。「岩船地蔵尊（い
わふねじぞうそん）」と呼
ばれるお地蔵様で、江戸時
代中期に、下野国（しもつ
けのくに・現在の栃木県）
の岩船を出発点にした地
蔵信仰を広める人たちに
よるものです。三味線・尺
八・太鼓などに合わせて念仏を唱え踊りながら、村々を回った
といわれ、享保（きょうほ）4年（1719）から 7年間ほどの
短い間に、群馬・長野・東京・神奈川・山梨に広まりました。
　岩船地蔵尊は船の進む方向に対して横向きのものと、船の進
む方向のものとがあります。横向きのものは群馬や長野に多く、
進む方向のものは東京や神奈川に多いです。船の先を向いてい
るお地蔵様は進むべき道を先導していて、横を向いているお地
蔵様は対岸を見守っている姿を表現したものだとともいわれて
います。
　市内では、神山町鍋山の大慈寺、旭町上条南割の大公寺、竜
岡町若尾新田の法伝寺（ほうでんじ）、大草町若尾の正福寺（台
座の船のみ）があります。この他に、『韮崎市誌』や『韮崎の石
造物』によれば、藤井町南下条や韮崎上ノ山にあるそうです。
　遠く栃木県の人々と信仰を通じた交流の証を今に伝えていま
す。� 記事：文化財担当　閏間俊明

　この夏、滋賀県で開催された「第 39回全国高等学校総合文化祭」の筝曲の部に
山梨県代表として出場した韮崎高校筝曲部。「琴」というと “ おしとやか ” なイメー
ジがありますが、練習中、汗をぬぐうことも無く、一心不乱に琴と向き合う彼女た
ちの姿はとても躍動
的でそして輝いて見
えました。「琴の音色
はみんなの気持ちが
一つになったときに、
美しい音色を奏でま
す。今年のテーマ「筝
思奏愛」にはそんな思

いが込められています。全力を尽くし、みんなで
楽しみながら演奏することで、講師の林紘子先生
に恩返しがしたいです。」と話すのは部長の渡邉絢
子さん。部員全員の心を一つにし、幻想的で美し
い音色を全国の舞台に響き渡らせました。

にらさき遺産めぐり 第 回13

筝
そう

思
し

奏
そう

愛
あい

　ー 韮崎高校筝曲部 ー

竜岡若尾新田法伝寺　岩船地蔵
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輝
く
女
性
を
応
援
！　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
レ
ポ
ー
ト
③

取材・記事　広報担当：歌田

ピーチボーイズ

心がひとつになる瞬
と き

間
綱引きチーム　新府 Peach Boys

にらさきを元気にする人たち⑩

も
は
や
運
動
会
の
競
技
で
は

な
い
。一
糸
乱
れ
ぬ
体
勢
か

ら
、
相
手
が
少
し
で
も
隙
を
見
せ

れ
ば
、
猛
然
と
綱
を
引
く
。
求
め

ら
れ
る
の
は
個
々
の
力
だ
け
で
な

く
チ
ー
ム
の
統
率
力
、
戦
略
、
判

断
力
。
英
語
名
「
t
u
g　
o
f　

w
a
r
」
の
名
が
示
す
通
り
、
ス

ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
の
綱
引
き
は

ま
さ
に
一
本
の
綱
を
め
ぐ
る
戦
争

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
紹
介
す
る
「
新
府
ピ
ー
チ

ボ
ー
イ
ズ
」。そ
ん
な
綱
引
き
に
情

熱
を
注
ぎ
、
一
本
の
綱
に
魂
を
込

め
る
熱
き
男
た
ち
の
綱
引
き
チ
ー

ム
だ
。

　
年
齢
は
30
代
か
ら
50
代
、
職
業

も
会
社
員
、
自
営
業
、
公
務
員
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
現
在
メ
ン
バ
ー
は

10
人
。
全
員
が
集
ま
れ
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
週
に
3
度
、
地
元
の

体
育
館
で
練
習
を
行
い
、
腕
に
磨

き
を
か
け
て
い
る
。

　
も
と
も
と
は
、
市
の
体
育
祭
の

綱
引
き
競
技
に
参
加
し
て
い
た
中

田
町
の
体
育
協
会
の
チ
ー
ム
だ
っ

た
が
、
マ
イ
ナ
ー
競
技
で
あ
る
綱

引
き
を
市
全
体
に
浸
透
さ
せ
、
韮

崎
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
他
の
地

区
か
ら
も
有
力
選
手
に
声
を
か
け
、

韮
崎
市
と
い
う
枠
で
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
県
内
外
の
大
会
に
参
戦
し

て
い
る
と
い
う
。

　
7
月
19
日
、
彼
ら
が
出
場
す
る

「
八
ヶ
岳
カ
ッ
プ
綱
引
き
選
手
権

大
会
」
に
取
材
に
訪
れ
た
。
格
闘

家
と
見
間
違
え
る
よ
う
な
男
た
ち

が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
八
ヶ
岳

カ
ッ
プ
。
彼
ら
が
綱
を
引
く
気
迫

が
ビ
シ
ビ
シ
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど

会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
度
の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も

出
場
す
る
ほ
ど
の
名
を
馳
せ
る
大

会
に
、
彼
ら
も
臆
す
る
こ
と
な
く

毎
年
出
場
を
続
け
て
い
る
。

　
「
全
員
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
る

瞬
間
が
あ
る
ん
で
す
。
個
々
の
長

所
が
ま
と
ま
っ
た
と
き
に
強
さ
が

発
揮
さ
れ
、
な
に
よ
り
綱
を
引
き

き
っ
た
と
き
の
爽
快
感
は
最
高
で

す
ね
」
と
話
す
の
は
若
手
メ
ン

バ
ー
の
横
内
剛
さ
ん
。
試
合
を
終

え
、
汗
ま
み
れ
の
す
が
す
が
し
い

表
情
を
見
せ
る
顔
か
ら
は
、
綱
引

き
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
い
知
れ
る
。

　
ま
だ
ま
だ
全
国
の
強
豪
に
は
か

な
わ
な
い
が
、
仲
間
と
心
を
ひ
と

つ
に
し
諦
め
る
こ
と
な
く
綱
を
引

き
続
け
る
こ
と
で
、
特
産
の
桃
の

よ
う
に
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
る
日
が
必
ず
く
る
だ
ろ
う
。

　
韮
崎
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

は
、
地
域
に
根
付
い
た
食
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。
会
員
に
な
る
に
は
、
20

時
間
以
上
の
講
習
と
調
理
実
習
が

必
須
で
、現
在
1
7
8
名
が
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
飽
食
」の
時
代
と
な
り
自
由
に

「
食
」
を
選
択
で
き
る
中
、私
た
ち

食
改
推
は
「
薄
味
」「
手
作
り
」
と

い
っ
た
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員

同
士
が
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
、

お
互
い
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら

活
動
出
来
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。　

　
私
た
ち
の
活
動
が
少
し
ず
つ
実

を
結
び
、
韮
崎
市
の
食
生
活
が
今

よ
り
も
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
す
。

☆
主
な
活
動

◇
伝
達
講
習
会

　
会
員
が
集
ま
り
、「
親
子
」「
男

性
」「
生
活
習
慣
病
予
防
」
等
を

テ
ー
マ
と
し
た
調
理
実
習
。

◇
地
域
食
育
実
習
教
室

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
料

理
教
室
等
を
開
催
。

◇
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　
「
減
塩
」「
野
菜
あ
と
1
品
の
普

及
」「
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
」の
必
要

性
を
伝
え
る
講
習
会
を
開
催
。

◇
郷
土
料
理
の
伝
承

　
親
子
を
対
象
に
手
作
り
お
せ
ち

の
推
進
、
ほ
う
と
う
作
り
の
伝
承
。

◇
手
作
り
お
や
つ
の
推
進

　

市
の
3
歳
児
健
診
に
お
い
て
、

地
域
ご
と
に
考
え
た
手
作
り
お
や

つ
と
レ
シ
ピ
を
配
布
。

◇
市
事
業
へ
の
協
力
及
び
参
加

　
「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」で

は
健
康
食
の
試
食
提
供
。
そ
の
他

に
、「
福
祉
の
日
記
念
ま
つ
り
」
や

「
甘
利
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
」な
ど
で

お
で
ん
や
豚
汁
の
提
供
。

■
問
い
合
わ
せ

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会
事
務
局　
　
　

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
-4
3
1
0

※
只
今
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
問
い
合
わ
せ
は

　
代
表　
今
福
秀
和
さ
ん

☎
0
9
0
-4
4
2
7
-3
8
4
6

　
身
近
な
食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
私
た
ち
は
食
生
活
改
善
推
進
員
で
す
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福
祉
の
日
記
念
ま
つ
り

く
ら
し
の

情
報

infor
mation

　
保
健
・
福
祉

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
接
種

後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
、

積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
お
り
、

そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
さ
れ
、
現
在
で
は
通
常
通
り
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
7
年
か
ら
18

年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
等
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
保
健
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
18
歳
と
な
る
方

（
平
成
9
年
度
生
ま
れ
の
方
）に
つ

い
て
は
、
第
2
期
接
種
の
ご
案
内

を
5
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

�

FAX

2
3
‒
4
3
1
6　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
に
よ
る
副
反
応
報
告
が
寄
せ

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
の

う
ち
、
遺
族
年
金
や
公
務
扶
助
料

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合

に
、
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
支
給

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円

　
5
年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限��

　
平
成
30
年
4
月
2
日

■
問
い
合
わ
せ

　

�

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当�

�

（
内
線
1
8
1
）

ら
れ
た
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
現

行
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
を
行
わ
な
い
よ
う
勧
告
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
定
期
接
種
が
中
止
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

中
学
1
年
生
か
ら
高
校
1
年
生
相

当
年
齢
の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
保
健
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
の
う
え
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
ご
理

解
の
う
え
で
接
種
の
判
断
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

�

FAX

2
3
‒
4
3
1
6

「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」		

肝
臓
病
の
最
新
情
報
2
0
1
5

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
関
す
る
最

新
の
治
療
に
つ
い
て
専
門
医
が
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
講
演

会
終
了
後
、
検
査
機
器
に
よ
る
肝

臓
硬
度
測
定
体
験
と
健
康
相
談

（
当
日
先
着
5
名
ま
で
）
も
予
定
。

■
日
時　
10
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　
北
巨
摩
合
同
庁
舎　

■ 

講
師　
山
梨
大
学
医
学
部
附
属

病
院
第
一
内
科
榎
本
信
幸
教
授

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

☎
0
5
5
‒
2
2
3
‒
1
4
9
4

FAX

0
5
5
‒
2
2
3
‒
1
4
9
9

　
保
健
課
保
健
指
導
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

�

FAX

2
3
‒
4
3
1
6

在
宅
介
護
家
族
の
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
市
で
は
、ね
た
き
り
高
齢
者
や
認

知
症
高
齢
者
と
同
居
し
て
、家
族
介

護
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
（
宿
泊
旅

行
、
日
帰
り
旅
行
及
び
買
い
物
等
）

を
提
供
す
る
た
め
、入
所
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
本
市
に
過
去
1
年
間
に
わ
た
り

居
住
し
、
ね
た
き
り
高
齢
者
（
要

介
護
4
若
し
く
は
5
に
相
当
す
る

65
歳
以
上
の
方
）
ま
た
は
、
認
知

症
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
同

居
家
族
の
方

■
助
成
の
金
額
及
び
回
数

・�

短
期
入
所
生
活
介
護
の
自
己
負

担
分
・
滞
在
費
・
食
費
の
2
分

の
1
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

・�

年
2
回
ま
で
と
し
、
1
回
に
つ

き
連
続
7
日
以
内
の
期
間
で
、

上
限
9
，0
0
0
円
と
し
ま
す
。

※�

8
日
以
上
の
利
用
は
対
象
外

※�

事
前
に
窓
口
で
の
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

�

（
内
線
1
1
2
～
1
1
4
）

在
宅
医
療
・
介
護
・
在
宅
看
取

り
・
認
知
症
の
勉
強
会
（
無
料
）

■
日
時　
9
月
6
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
～
11
時
30
分

■ 

場
所　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン��

タ
ー（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
講
師　
岩
下
内
科
医
院

　
　
　
　
岩
下
達
志
先
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
在
宅
医
療
を
進
め
る
医
師
を
応　

援
す
る
韮
崎
市
民
の
会
（
清
水
）

☎
0
9
0
‒
8
3
0
9
‒
9
3
6
5

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
3
級
講
習
会
（
無
料
）

■
日
程　
11
月
17
～
19
日
・
22
日

　
　
　
　
10
時
～
16
時

■
会
場　
ニ
コ
リ

■ 

対
象
者　
シ
ル
バ
ー
派
遣
就
業

を
希
望
す
る
原
則
60
歳
以
上
の
方

■
締
切　
9
月
25
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�（
公
社
）県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン　

タ
ー
連
合
会

☎
0
5
5
‒
2
2
8
‒
8
3
8
3

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん

へ
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

■
支
給
対
象
者　

　
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、
戦

　
「
福
祉
の
日
」
記
念
ま
つ
り

は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
一
環
と
し
て
開
催
し
、
運
動

会
の
ほ
か
、
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、ミ
ニ
S
L
無
料

乗
車
な
ど
、
お
子
様
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■
日
程　
10
月
17
日
（
土
）

※
雨
天
の
場
合
18
日
（
日
）

☆
フ
リ
マ
出
店
希
望
者
募
集

■
出
店
時
間　
9
時
～
14
時

■
申
込
締
切　
9
月
15
日（
火
）

※�

会
場
等
の
都
合
に
よ
り
出
店

舗
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
0
・
1
8
1
）
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■
場
所　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

■
問
い
合
わ
せ

��

中
北
保
健
所
峡
北
支
所
衛
生
課　
　
　
　
　

�

☎
2
3
‒
3
0
7
1

河
川
内
樹
木
の
伐
採
・
持
ち
帰

り
を
希
望
す
る
方
を
募
集
！

■ 

対
象　
県
内
在
住
の
営
利
目
的

で
な
い
個
人
又
は
団
体
に
限
る

■
募
集
人
数　
24
名
程
度

　
（
応
募
多
数
の
時
は
抽
選
）

■
募
集
期
限　
10
月
16
日
（
金
）

■
伐
採
期
間　
11
月
中
旬
～

　
平
成
28
年
1
月
下
旬
（
予
定
）

■
実
施
場
所

・
釜
無
川
（
円
野
町
・
白
州
町
）

・
須
玉
川
（
須
玉
町
）

■
申
込
方
法　
電
子
メ
ー
ル
の
み

※�

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
詳
し
く

は
左
記
U
R
L
を
参
照

■
問
い
合
わ
せ

　
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所

　
河
川
砂
防
管
理
課　
管
理
担
当

�
☎
2
3
‒
3
0
6
2

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.
jp/khk-kensetsu/index.htm

l

9
月
10
日
は「
屋
外
広
告
の
日
」

　
普
段
皆
さ
ん
が
屋
外
に
設
置
し

て
い
る
広
告
看
板
等
は
、
商
業
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
と
て
も

大
切
で
す
が
、
無
秩
序
な
設
置
は

街
並
み
や
自
然
景
観
を
乱
す
原
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日
頃
の

点
検
や
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
良
好
な
屋
外
広

告
物
の
表
示
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
中
北
建
設
事
務

　
所
都
市
整
備
課
都
市
計
画
担
当

☎
0
5
5
‒
2
2
4
‒
1
6
7
7

　
相　
談

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
強
化
週
間

　
高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
取
組
を
強

化
す
る
た
め
、「
高
齢
者・障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
5
7
0
‒
0
0
3
‒
1
1
0

■
相
談
期
間

　
9
月
7
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

　
8
時
30
分
～
19
時

　
（
土
日
は
10
時
～
17
時
15
分
）

■
相
談
担
当
者

・�

甲
府
地
方
法
務
局
職
員

・�

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時　
9
月
12
日
（
土
）

　
10
時
～
16
時
（
予
約
不
要
）　

■
会
場　
ニ
コ
リ
会
議
室
⑤

■ 
相
談
内
容　
遺
言
・
相
続
手
続

き
、
営
業
許
可
申
請
、
農
地
転

用
、
法
人
の
設
立
、
建
設
業
許

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ	

7
月
講
座
の
振
替
開
催
に
つ
い
て

　
7
月
16
日
に
台
風
の
影
響
で
中

止
し
た
堤
喜
久
雄
氏
の
講
座
を
10

月
に
振
替
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
10
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
15
分

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
（
内
線
2
6
7
・
2
6
8
）

　
環
境
・
建
設

動
物
愛
護
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

　
9
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。
県
で
は
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
「
動
物
愛
護
デ
ー
」
を
開

催
し
、
犬
猫
の
飼
い
方
の
相
談
や

様
々
な
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
9
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
か
ら
15
時

　
教　
育

平
成
28
年
度
入
学
予
定
児
童
対

象
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施

■
日
時　
10
月
7
日
（
水
）

　
　
　
　
10
月
8
日
（
木
）

■
会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

■
受
付
時
間　

　
A
グ
ル
ー
プ　
13
時
15
分
～

　
B
グ
ル
ー
プ　
13
時
45
分
～

　
対
象
者
に
は
、
9
月
上
旬
に
通

知
と
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

※�

対
象
者
の
方
で
通
知
が
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※�

会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

受
付
時
間
を
2
グ
ル
ー
プ（
A・　

B
）
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
の　

で
、
各
受
付
の
時
間
帯
に
お
越　

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
学
校
教
育
担
当

�

（
内
線
2
6
4
・
2
6
5
）

★
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
〝
命
を
守
る
行
動″
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

可
申
請
、
帰
化
・
在
留
許
可
申

請
、
成
年
後
見
、
著
作
権
な
ど

■
相
談
員　
県
行
政
書
士
会

　
甲
府
北
支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ　
県
行
政
書
士
会

☎
0
5
5
‒
2
3
7
‒
2
6
0
1

「
法
の
日
」
相
談
会

■
日
時　
9
月
12
日
（
土
）

　
13
時
～
16
時
（
予
約
不
要
）

■
場
所　
き
ら
ら
シ
テ
ィ
長
坂

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■ 

相
談
内
容　
相
続
、
不
動
産
登

記
、会
社
登
記
、成
年
後
見
、金

銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

■
相
談
員　
県
司
法
書
士
会

　
峡
北
支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ　

　
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
‒
2
5
3
‒
2
3
7
6

無
料
法
律
相
談	

	
	

山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
と
共
催

■
日
時　
9
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
9
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室
①
②

■
定
員　
先
着
12
名
（
要
予
約
）

■
相
談
時
間　
1
人
30
分
以
内

※�

相
談
に
は
弁
護
士
の
ほ
か
に
法

科
大
学
院
生
が
同
席
し
ま
す
。

■
予
約
日　
9
月
1
日
（
火
）

　
8
時
30
分
か
ら
（
電
話
可
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

�

（
内
線
3
5
6
）

祝結婚 50 周年
金婚夫婦を祝う会

　結婚生活 50周年を迎えられるご
夫婦を対象に、『金婚夫婦を祝う会』
を開催します。今回は、昭和 40年
に結婚されたご夫婦が対象となりま
す。参加を希望するご夫婦は、婚姻
日（入籍日）をご確認の上、期日ま
でにお申し込み下さい。
※�市より対象者へ事前にお知らせは
しておりませんのでご注意下さい。

■日時　11月 19日（木）14時から
■会場　市役所 4階大会議室
■内容　式典　記念撮影　お茶会
■申込期限　10 月 15日（木）
■申し込み・問い合わせ
　福祉課社会福祉担当（内線 181）
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イ
ベ
ン
ト
内
容

映
画
を
鑑
賞
し
な
が
ら	

	

ニ
ラ
マ
ル
シ
ェ
を
楽
し
も
う
！

　
今
回
は
飲
食
に
加
え
て
屋
外
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
を
設
置
し
、
映
画
の

上
映
会
も
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
マ
ル

シ
ェ
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
9
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
20
時

■
上
映
作
品

　
「
怪
盗
グ
ル
ー
の
月
泥
棒
」

　
18
時
～
19
時
30
分

※�

座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
に
応
じ
て
各
自
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

お
昼
に
は
手
作
り
雑
貨
を
販
売

す
る
「
し
あ
わ
せ
マ
ル
シ
ェ
」

も
開
催
し
ま
す
。

■
会
場　
山
梨
中
央
銀
行

　
韮
崎
支
店
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
）

ぶ
ど
う
狩
り
と
穴
山
町
歴
史

フ
ッ
ト
パ
ス

　
穴
山
町
の
風
景
と
歴
史
を
散
策

し
な
が
ら
、
秋
の
味
覚
の
ぶ
ど
う

狩
り
体
験
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
9
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
か
ら

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
開
館
時
間

　
9
時
30
分
～
16
時
30
分

　
※
入
浴
時
間

　
9
時
30
分
～
15
時
30
分

②
わ
く
わ
く
広
間
を
開
催

　
敬
老
月
間
無
料
ご
招
待
に
合
わ

せ
て
中
央
公
民
館
と
連
携
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

・�

9
月
7
日
（
月
）
マ
ジ
ッ
ク
、

　
皿
回
し
、
南
京
玉
す
だ
れ　

・�

9
月
14
日
（
月
）
舞
踊
、紙
芝
居

・
9
月
28
日
（
月
）
落
語

※
時
間
（
共
通
）

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

③
介
護
者
の
つ
ど
い

　
「
介
護
保
険
施
設
の
種
類
や	

　
利
用
の
仕
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
」

　
介
護
者
の
仲
間
と
語
り
合
い
な

が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　
9
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
場　
ニ
コ
リ
1
階
会
議
室
6

■
対
象

・
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方

・
こ
れ
か
ら
介
護
を
す
る
方

※
い
ず
れ
も
市
内
の
方
に
限
る

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
期
限　
9
月
8
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
2
2
‒
6
9
4
4

�

FAX

2
2
‒
6
9
8
0

■
費
用　
1
，
5
0
0
円

　
（
巨
峰
等
2
房
・
試
食
・
昼
食
付
）

■
申
込
期
限　
9
月
15
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
3
）

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
籐
芸
体
験
教
室

　
籐
を
使
っ
て
一
輪
挿
し
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
9
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
15
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

②
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
教
室

■
日
時　
9
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
20
名
（
要
申
込
）

■
参
加
費　
5
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ　
穂
坂
自
然
公
園

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

懐
か
し
い
歌
を
歌
う
会	

	

瑠
璃
の
会
（
申
込
不
要
）

■
日
時　
9
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
15
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
1
階
音
楽
室

■
同
時
開
催

　
「
防
災
月
間
記
念
講
演
会
」

　
瑠
璃
の
会
終
了
後
に
、
木
曽
御

岳
山
災
害
時
の
救
援
活
動
に
係
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
時
間　
15
時
か
ら

・
場
所　
ニ
コ
リ
会
議
室

・
講
師　
峡
北
消
防
署

　
消
防
士
長　
清
水
和
正
氏

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
瑠
璃
の
会（
田
中
）

　
　
　
☎
・
FAX

3
8
‒
0
8
5
6

南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
主
催

鳳
凰
三
山
ツ
ア
ー

■
日
時　
10
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
～
4
日
（
日
）

　
集
合
時
間　
7
時　

■
参
加
費　
１
８
，
2
0
0
円

　
（
宿
泊
費
別
途
）

■
集
合
場
所　
牛
頭
島
公
園

■
定
員　
12
名

※�

こ
の
他
に
も
各
種
登
山
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

南
ア
ル
プ
ス
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
事

務
局

☎
0
8
0
‒
6
6
5
3
‒
5
4
1
8

小
林
一
三
ゆ
か
り
の
豪
商		

「
布
屋
」
本
家
資
料
展

■
開
催
期
間

　
9
月
23
日
（
水
・
祝
）
ま
で

■
会
場　
ニ
コ
リ
1
階

　
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

■
開
催
期
間
中
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

①
ふ
る
さ
と
学
習
散
歩

小
林
一
三
ゆ
か
り
の
地
を
歩
き
、

当
時
の
生
活
ぶ
り
を
学
び
ま
す
。

　
9
月
13
日
（
日
）
10
時
～
12
時

・
参
加
費　
5
0
0
円

・
定
員　
30
名
（
要
申
込
）

②
茶
人
逸
翁
コ
ー
ナ
ー

　
9
月
13
日
（
日
）
13
時
～

　

先
着
1
0
0
名
様
を
抹
茶
と

和
菓
子
で
お
も
て
な
し
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

�

☎
2
1
‒
3
6
3
6

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー	

	

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
よ
り	

お
知
ら
せ

①
敬
老
月
間
無
料
ご
招
待

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
9

月
は
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
市

内
の
65
歳
以
上
の
方
を
無
料
で
ご

招
待
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
期
間　
9
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　
～
30
日
（
水
）

　
※
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く

韮
崎
青
年
会
議
所

創
立
45
周
年
記
念
式
典
基
調
講
演

講
師
　
大
村
智
氏

「
人
材
育
成
と
社
会
貢
献
」 

■
日
時　
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
15
時
か
ら

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
青
年
会
議
所

�

☎
2
2
‒
4
2
6
4
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

	

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

4
周
年
記
念	

N
I
C
O
R
I
祭
開
催
！

■
日
時　
9
月
6
日
（
日
）

　
9
時
～
17
時　
※
終
了
時
間
は

施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
H
P
、ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http
://w

w
w
.nirasaki-

nicori.jp/

昔
懐
か
し
い
映
画
上
映
会

■
日
時　
9
月
20
日
（
日
）

　
開
演
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料�

■
定
員　
70
名

市
立
図
書
館

	

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

野
口
賞
受
賞
記
念
講
演
会（
無
料
）

中
世
城
館
か
ら
み
た
韮
崎
の
歴
史

　
第
39
回
野
口
賞
を
受
賞
し
た
山

下
孝
司
氏
が
講
演
し
ま
す
。

■
講
師　
山
下　
孝
司
氏

　
（
市
教
育
委
員
会
専
門
監
）

■
日
時　
9
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
40
人
程
度

※
無
料
・
申
込
不
要

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
宿
る
魅
力 

展
示

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
宿
る
不
思
議
な

魅
力
を
、
本
を
と
お
し
て
紹
介
し

ま
す
。

■
展
示
期
間

　
9
月
1
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

朗
読
の
つ
ど
い　
（
無
料
）

　

9
月
は
三
つ
の
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ（
ひ
び
き
の
会・

こ
ぶ
し
の
会
・
さ
ざ
な
み
の
会
）

の
出
演
で
す
。

■
日
時　
9
月
19
日�（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

	

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

に
ら
★
歩
歩
ク
ラ
ブ	

	

穂
坂
町
ぶ
ど
う
狩
り

■
日
時　
9
月
3
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
雨
天
中
止

■
集
合　
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
平
賀

　
穂
坂
町
宮
久
保
1
9
2
‒
1

■
参
加
費　
1
，
0
0
0
円

■
持
ち
物　
飲
み
物　
帽
子

■
定
員

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
20
組

に
ら
☆
ぐ
る
み
ん	

	

や
さ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
4
月
か
ら
作
っ
た
食
育
や
さ
い

紙
芝
居
の
上
映
会
。
野
菜
お
や
つ

や
ラ
ン
チ
も
！
（
参
加
無
料
）

■
日
時　
9
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

■
場
所　
石
釜
パ
ン�

ド
・
ド
ウ

　
藤
井
町
駒
井
2
0
7
0

■
定
員　

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
10
組

に
ら
★
ち
び	

	
	

韮
崎
高
校
へ
行
こ
う
♪

　
韮
校
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
9
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
50
分
～
10
時
30
分

※
9
時
30
分
に
ニ
コ
リ
1
階
集
合

■
定
員　

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
20
組

韮
崎
市
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
要
申
込
）

■
対
象　
本
市
在
住
で
子
育
て
に

　
関
心
の
あ
る
方

■
日
程　
10
月
6
･
7
･
8
・

　
　
　
　
9
・
14
・
15
・
16
日

　
　
　
　
9
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
6
名

■
取
得
で
き
る
資
格

①�
韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ケ
ロ
ケ
ロ
隊
」

会
員

②�

一
時
預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ま
か
せ
て
さ
ん
」
会
員

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
市
民
の
方
よ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
公
民
館

	

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

韮
崎
高
校
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」

　
韮
崎
高
校
の
生
徒
と
一
緒
に
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
作
り

と
昼
食
会
を
通
し
て
楽
し
い
交
流

を
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
10
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
13
時

■
場
所　
韮
崎
高
校　

■
定
員　
17
名

■
費
用　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

■
持
物　
エ
プ
ロ
ン
・
頭
巾

■
申
込
開
始
日　
9
月
1
日（
火
）

★
「
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
」7/1
㈬
〜11/30
㈪
の
期
間
は
全
車
種
無
料
。

　
募　
集

自
然
と
人
が
共
生
す
る
地
域
へ

甘
利
山
ク
リ
ー
ン
大
作
戦		

	

参
加
者
募
集

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
緩
衝
地
域
に
あ
る
甘
利

山
。
こ
の
甘
利
山
の
優
れ
た
自
然

環
境
の
永
続
的
な
保
全
と
持
続
可

能
な
利
活
用
に
協
働
で
取
り
組
み

な
が
ら
、
大
自
然
が
私
た
ち
に
与

え
て
く
れ
る
〝
夢
と
感
動
〟
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
本
年
も

第
8
回
『
甘
利
山
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
開
催
日　
10
月
31
日
（
土
）

■
当
日
の
日
程
等

・
集
合
場
所　
釜
無
川
河
川
公
園

・
受
付　
8
時
～

・
出
発　
8
時
30
分

・
解
散　
13
時
を
予
定

※�

自
家
用
車
の
場
合
は
9
時
15
分

ま
で
に
甘
利
山
駐
車
場
に
集
合

■
参
加
費　
無
料

　
昼
食
付
（
お
に
ぎ
り
2
個・豚
汁
）

■ 

持
ち
物　
作
業
が
で
き
る
服
装
、

軍
手
、雨
具
、刈
払
機
又
は
鎌
な
ど

■
会
場　
甘
利
山

■
募
集
期
限　
10
月
9
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
内
）

�

☎
2
2
‒
1
9
9
1

9月 11日は
警察相談の日
　山梨県警察では、市
民の皆さんが不安を感
じたり心配している身
近な問題に関する相談
に応じています。

相談受付
山梨県警察本部
警察総合相談室

☎ #9110
☎ 055-233-9110
韮崎警察署

☎ 0551-22-0110
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●国民健康保険より
8 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、148,708,957
円（前年同月比 1.89% 減）で、１人あたりの保険者負担額は、19,002 円（前
年同月比 0.84% 増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力
ください。

●市の人口　8 月 1 日現在 （前月比）
　　男　：15，195 人 ( うち外国人 175 人） － 5 人
　　女　：15，413 人 ( うち外国人 257 人） － 6 人
　　計　：30，608 人 ( うち外国人 432 人 ) － 11 人
　世帯数：12，453 世帯 　－ 6 世帯

国勢調査とは
　国勢調査は､ 日本国内に住むすべての人と世帯を対
象とする､ 国の最も重要な統計調査です。国内の人口
や世帯の実態を明らかにするため､ 統計法という法律
に基づいて､ 5 年に一度実施されます。国勢調査の結
果は福祉施策や生活環境整備､ 災害対策など、日本の
未来をつくるために欠かせない様々な施策の計画策定
などに利用されます。

個人情報は守られます
・ 統計法によって厳格な個人情報保護が定められ、関

係者には守秘義務が課せられています。
・ 希望する場合は調査票に封をして回答ができ、調査

員は開封せずに市に提出します。

国勢調査にご協力を！
10月 1日を基準日として、国勢調査が実施されます。

9月中旬より、調査員が全世帯に伺います。

調査は 9月中旬から 10月にかけて
　市が任命した調査員が 9 月の中旬頃から全世帯を訪
問して調査票などを配布するので、面会と回答への協
力をお願いします。記入した調査票は郵送で提出する
か、10 月以降に回収に伺う調査員にお渡し下さい。

パソコン・スマートフォンでも回答できます
　調査員が配布するインターネット回答用 ID を使用
すれば、インターネットでの回答ができます。その場
で不備のチェックができ、回収のための調査員との面
会が不要になるため非常に効率的です。パソコン・ス
マートフォンをお持ちの世帯は、ぜひインターネット
回答を！

■問い合わせ　企画財政課企画推進担当 ( 内線 357)


